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１月の主な予定 

4 木 仕事始め 

5 金 域内適応教室連絡会 

9 火 

検証授業～1/26 

しののめ教育相談～1/11 

しののめチャレンジ登校～1/19 

10 水 
第２回幹事会 

沖適連担当者連絡会 

11 木 しののめ教室スタッフ会議 

12 金 令和６年度長期研究員募集〆切 

18 木 
本検証授業（高嶺小：沖田亜梨沙） 

沖適連活動展示報告会 

23 火 本検証授業（東風平小：小久保亜樹乃） 

24 水 沖女短大学生と交流「先輩教師に学ぶ」 

25 木 
第１回教育委員会定例会 

しののめ教室スタッフ会議 

31 水 第３回組合理事会 

 

 幼児教育に携わる保育者を対象に、「体を動かす楽

しさ」「作ることを楽しむ」「わくわく保育実践」のテ

ーマで３回の講座を実施しました。沖縄女子短期大学

の先生を講師に、対話を通して学び合う受講者の姿が

ありました。 

<感想> 

・ストーリーを考えながら体の動き、年齢に合っ

た遊びを考える事ができました。対話を通して

他園の活動等知ることができ、よかったです。 

・教師の感性を磨くこと、教師が楽しみ自分自身

が成長していくことが、子どもたちのためにな

っていくと感じました。 

・子どもと一緒に楽しく遊びながら、子どもの発

達を促すために環境構成が大切だと改めて感じ

ました。子どもの気持ちに寄り添い、丁寧に保

育していくことを心がけたいです。 

 １２月２１日(木)所長講話を 

行いました。所長が最近気にな 

っている世の中の状況や学校現 

場で起こっている事象について、 

多くの書籍紹介を交えながら講 

話しました。 

 

◇研究員感想◇ 

・同じ講話を聞いても、それぞれ学びは違い、その学んだ

ことについて対話することによってさらに学びがうま

れていると実感しています。 

・「なぜ？」と批判的思考を持つことの大切さに改めて気

づきました。所長がキーワードにしている「違和感」を

きちんと感じ取れる教師でありたいなと思います。 

幼 児 教 育 講 座 

所 長 講 話 

所 内 検 討 会 

J I C A と 交 流 

 １２月１２日(火)ＪＩＣＡ研修員１６名と交流する

機会をいただき、現研究員のみでなく元研究員数名を招

集し交流しました。ＪＩＣＡ研修員からは「研究所以外

にも研修の機会はありますか？」「教育研修の仕組みを

取り入れたい」「教員は忙しいと言われているが、実際

はどうですか？」等質問がありました。また、各国の教

育情勢や、１クラス子ども 50 名以上の地域もあるこ

と、各国の教員の勤務時間等を情報交換し、見聞を広め

る機会になりました。 

後期研究員の第３回所内検討会を、石垣市立研究所、宮

古島市立研究所の研究員と合同で実施しました。今回の

検討会は、琉球大学の事業「おきなわ教員研修高度化フォ

ーラム」を活用し実現しました。今回の検討事項を踏ま

え、これから検証授業を進めていきます。 

 

検討会の様子 石垣・宮古島研究員と集合写真 

交流の一場面 ＪＩＣＡ研究員と集合写真 




